
建 物 名 称

　　工事現場におく電気保安技術者は、工事担当技術者の職務を補佐し、電気

　工作物の保安の業務を行うものとする。

設計図　

特記仕様書

　Ⅰ．工　事　概　要

　　１．工 事 場 所

　　３．工  事  種  目　（●印を付けたものを適用する）

　　　建物別及び屋外

　屋　外

　　　　　　　　　　　　　工 事 種 別

　　１．共 通 仕 様

構 造 階 数 　延べ面積

　（ｍ　）２
消防法施行令

 別 表 第 一
備 考耐火構造

　　２．建 物 概 要

　　　（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて長野市建設工事共通仕様書による。

　　　（２）（１）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書」、「公共建築

　　　　　　改修工事標準仕様書」の建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編、及び「公共建築設備

　　　　　　工事標準図」の電気設備工事編・機械設備工事編（いずれも最新版）で「特記がなければ、」

　　　　　　以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、それらが関係法令等

　　　　　　（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

項　　　目章 特　　記　　事　　項

 ○ 技能士の適用

　○ 熱絶縁施工（保温工事）　○ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

 ○ 監督員事務所 　○ 設けない　　　　　○ 設ける

　Ⅱ．工　事　仕　様

　○ 配管施工（配管工事）　  ○ 建築板金施工（ダクト製作および取付け）

●
 
一
般
共
通
事
項

　○　建　 築　 工　 事

　　５．工　事　内　容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　２．特 記 仕 様

　　　（１）規則

　　　　　　　本工事規則は特記あるものを除き、長野市契約規則及び工事請負契約書の記載事項による。

　　　（２）責任保障

　　　　　　１）本工事における必要な諸手続等は原則として受注者において行うこと。

　　　　　　３）諸材料については必要に応じ見本品または現品を提出し、監督職員の承諾を受け施工のこと。

　　　　　　　　ただし、ＪＩＳ規格合格品等で工事係員がそれを確認できた場合はこの限りではない。

　　　　　　　　急硬急乾凍結破損の防止をすること。

　　　　　　５）工事施工上必要ある個所は、工事監督職員の指示により適当なる材料をもって養生を施し

　　　（４）経費

　　　（５）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について

　　　（６）工事実績情報の作成、登録

　　　　　　　　①工事受注時　　　　　　　　契約締結後１０日以内

　　　　　　　　③工事完成時　　　　　　　　工事完成後１０日以内

　　　　　　　　②登録内容の変更時　　　　　変更契約締結後１０日以内

　　　（７）環境に関する配慮について（ISO)

　　　　　　　なお、具体的な計画を施工計画書に記載して実践するものとする。

　　　　　　11）本工事受注者は必要に応じ工事目的物の建物を火災保険に付すること。

　　　　　　　工事しゅん工引渡し後特記あるものを除き、工事の施工に起因した事故が生じた時は、

　　　　　　　　施工のこと。

　　　　　　２）設計図面内の不一致及び明記なき箇所がある場合は、監督職員と協議の上その指示により

　　　　　　　　施工のこと。

　　　　　　４）工事施工に際し必要な個所は、各工事に先だち施工図を作成し、監督職員の承諾を受け

　　　　　　　　承諾を得ること。

　　　　　　６）工事受注者は、工事着手前に実施工程表及び各職種の協力業者名簿を提出し監督職員の

　　　　　　　　施工のこと。

　　　　　　７）工事完了後検査不可能個所の施工にあたっては、必要に応じ監督職員の立会いのもとに

　　　　　　市係員の出張旅費は市負担とする。

　　　　　　　上記各事項に要する諸経費はすべて受注者において負担する。ただし、現寸及び製品検査の

　　　　　　　　その内容を記載した書面により発注者に報告すること。

　　　　　　木造建物及び工作物1年間(受注者の故意または重大な過失による場合、5年間)、木造以外の

　　　　　　　　すること。

　　　　　　１）工事請負額が５００万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録を

　　　　　　　工事にあたっては、長野市環境方針（最新版）を充分に配慮し、設計書及び標準仕様書は

　　　　　　配慮すること。

　　　　　　施工にあたって細心の注意を払うことにより、工事の環境への影響を極力少なくするよう

　　　　　　もとより、環境に配慮した材料の仕様、廃棄物の発生抑制、アイドリングストップや省エネ

　　　　　　重機の使用による省エネルギーの推進、低公害工事機材の使用、工事従業者への教育など、

　　　　　　３）発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等

　　　　　　　　の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

　　　（３）一般注意事項

　　　　　　受けること。

　　　　　　建物及び工作物2年間(同、10年間)以内に、期日を定め補修工事をし、工事監督職員の検査を

　　　　　　　　ことがある。

　　　　　　８）諸職工その他に対して監督職員の指示に従わない者、または技術未熟練者は退場を命ずる

　　　　　　　　職員の下検査合格後竣工検査を受けること。

　　　　　　９）工事完了後は速やかに工事現場内外の清掃、後片付け及び損傷個所の復旧補修をし、監督

　　　　　　１）長野市が発注する建設工事(以下「発注工事」という。)において、暴力団員等による不当

　　　　　　　　要求又は工事妨害(以下不当介入という。)を受けた場合は、断固としてこれを拒否する

　　　　　　　　な協力を行うこと。
　　　　　　　　こと。また、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要

　　　　　　２）１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　　　　　　10）工程写真、竣工写真を撮影し、アルバム各1部を提出すること。

　　　　　　　　写真撮影要領は国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「工事写真の撮り方」の建築設備編

　　　　　　　　（最新版）による。

　　　（８）章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

　　　　　　２）登録する場合は、あらかじめ監督職員の確認を受け、次に示す期間内に(一財)日本建設

　　　　　　　　情報総合センター(ＪＡＣＩＣ)に登録の手続きを行うとともに、登録されたことを証明

　　　　　　　　する資料を監督職員に提出する。なお、変更時と完成時の間が１０日間に満たない場合

　　　　　　　　は、変更時の提出を省略できるものとする。

　（１）着工前（契約後１０日以内）

　（２）施工中

　　　　社内検査報告書　　中間検査含む　　　  　　　　　　　　　　１部

　　　　各種届出書　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　１部

　　　　機器納入仕様書　　承諾を受けたもの　  　　　　　　　　　　１部

　　　　施工計画書　　　　承諾を受けたもの  　　　　　　　　　　　１部

　　　　工事記録簿　　　　打合せ記録、工事日誌　　　　　　　　　　１部

　（３）しゅん工時

　　　　しゅん工届　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　１部

　　　　施工図、機器納入仕様書（見本品を含む）　  　　　　　　　　２部

　　　　施工計画書                                   　           ２部

　　　　施工図　　　　　　承諾を受けたもの　CADデータ共　　　　　 １部

　　　　しゅん工写真　　　工事用アルバム　　　　　　　　　　　　　１部
　　　　工事写真　　　　　工事用アルバム　　　　　　　　　　　　  １部

　　　　取扱説明書　　　　別ファイルとする　　　　　　　　　　　　２部

　　　　工具・予備品　　　監督職員の指示による

　※製本については、白焼きとし、背表紙に年度と工事名、表紙に年度、工事名、

　※CADデータについては、JWCAD形式（JWW）又はCAD交換標準（SXF）Ver.2.0以降

　形式（P21又はSFC）で保存したデータを、電子媒体又は監督職員の指示による

　方法で提出する。

 ● 提出書類

　　　　しゅん工図　　　　　　　　　　　　　CADデータ共 　　　　　１部

　　2.0 　　2.0

　　2.0

設置場所

地下・１階

中間階

上層階

　水　槽　類

　水　槽　類

（※１）

（※１）

（※１）

　　　機　　　器

　　　機　　　器

　水　槽　類

一般機器重要機器一般機器重要機器
一般の施設特定の施設

機器種別

　　1.5 　　1.0

　　1.0　　1.0

　　0.6　　1.0

　　1.0

　　1.0

　　0.6

　　0.6

　　1.0

　　1.0 　　0.6

　　0.6

　　0.4　　0.6

　　1.5 　　1.0　　1.5 　　1.5

　　1.5

　　1.5

　　1.0

　　1.0

　　1.5

　　1.5

　　1.0

　　1.0　　2.0

　　2.0 　　1.5

　　1.5

　　1.5

　　【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　　機　　　器

　　防振支持の機器

　　防振支持の機器

　　防振支持の機器

屋上及び塔屋

　　　　　　　　特定の施設とは避難所に指定されている施設

　　　重要機器は次のものを示す。

　　　　・防災設備　・監視制御設備　・危険物貯蔵装置

　　　　・給水装置　・排水装置　・換気機器　・空調機器　・熱源機器　

　　　　建ての場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４層とする。

　　　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階

　　　上層階の定義は次による。

　　　　・火を使用する設備　・避難経路上に設置する機器　

 　 建材の事前調査

　改修範囲におけるアスベスト含有建材及び特定の工作物の事前調査を行い、

　調査結果を石綿事前調査結果報告システムにより報告すること。

　○　

　○　

　　　工　事　種　目

　○　換　 気　 設　 備

　○  自 動 制 御 設 備

　○  衛 生 器 具 設 備

　○　給　 水 　設 　備

　○　排　 水 　設 　備

　○　給　 湯 　設 　備

　○　消　 火 　設 　備

　○　厨　 房 　設 　備

　○　ガ　 ス 　設 　備

　○　排 水 処 理 設 備

 ○ 工事用電力・水 　この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて受注者の負担 

　　・その他 　とする。

　○ 別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

 ○ 建設発生土の 　○ 現場説明書による  　        ○ 構外搬出適切処理  

　　処理 　○ 構内指示の場所にたい積      ○ 構内指示の場所に敷き均し

　　 参考搬出先（　　　　　住所：長野市　　　　　　　　　）

　　 想定残土運搬距離（　　　km）　想定土質区分（第 　 種発生土）

　　 なお、参考処分場以外に搬出する場合（自社処分地、無償処分地、参考処分地

　　 での受入れが不可により他の有料処分地）や土質区分が想定と異なる場合は変

　　 更協議の対象とする。

 ○ 埋め戻し土 　○ 根切り土の中の良質土（ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂）

　　・盛土 　○ 山砂の類

　　設備機器の位置、取合い等の検討のできる施工図を提出して、監督職員の

　　　　　との取合い 　承諾を受ける。

 ○ 施工調査 　（１）はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

　（２）既設壁等の貫通は、鉄筋探査を行い、躯体を痛めないよう配慮すること。

　　あと施工アンカーを施工する作業者は、（社）日本建築あと施工アンカー協会の

　資格を有する者又は充分な技能及び経験を有した者で、監督職員が認めた者とする。

　施工後の確認試験は監督職員の指示による。

 ○ 防火上主要な間仕 　　防火上主要な間仕切り壁等を貫通する場合は、国土交通省認定工法にて

　切り壁等の貫通処置 　防火区画貫通処理を行うこと。

　　本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び

　　　　させる機材等 　性能を有すると共に、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
　　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

　　　　　仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散

　　　　　させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ

　　　　　シルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、

　　　　　アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させ

　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

　　　　　放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（５）上記（１）、（３）及び（４）の機材を使用して作られた家具、書架、

　　　　　実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、

　　ホルムアルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、

　　原則として規制対象外のものを使用する。ただし、該当する材料等がない場合は、

　　第三種のものを使用するものとする。

　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　ホルムアルデ 該当する機材等
ヒド

　規制対象外 　①JIS及びJASの F☆☆☆☆品

　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　③下記表示のあるJAS適合品

　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　ｂ．接着剤等不使用

　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　　せない材料使用

　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　　せない塗料使用

　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　　せない塗料等使用

　第　三　種 　①JIS及びJASの F☆☆☆品

　②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

　③旧JISのＥo品

　④旧JASのＦco品

 ● 施工図及び 　　施工図及びしゅん工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に

しゅん工図等の取扱い 　移譲するものとする。

 ○ アスベスト含有

 　 建材の改修

　　○　しゅん工図製本　　　　　見開きＡ１　１部　　　見開きＡ３　３部

　設計者名、工事管理者名、施工者名、工期しゅん工日を印刷する。

　※他工事が別途発注されている場合は、監督職員の指示により総合版とする。

　○別途とする。

　○飲料水の水質測定（○　水質検査１１項目（一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素

　　　及び亜硝酸態窒素、亜硝酸態窒素、塩化物イオン、有機物等（TOC）、pH、

　　　味、臭気、色度、濁度）　○トルエン）

　　　※飲料水の水質測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

　(１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

　(２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

 ○ 配管 　溶接部の非破壊検査　　　○ 要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ○ 絶縁継手 　取り付け箇所は図示による。

 ○ 地中埋設標等 　（１）地中埋設標　　　　○ 要（図示の箇所）　○ 不要

　（２）埋設表示用テープ　○ 要（排水管を除く）○ 不要　○　給水管

 ○ フレキシブル 　○　圧送管に使用するフレキシブルジョイントは、可とう性に加え、防振性を

　　ジョイント 　　　合わせ持つものを選定すること。

　ただし、設計用水平震度ＫＨ及び設計用鉛直震度ＫＶ（ＫＨ／２ ）を用いて

　計算する。

　設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

　法人建築研究所監修の建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により行う。

　設備機器の固定等は、すべて「国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政

　設計用標準水平震度

　特定化学物質等作業主任者技能講習（旧制度）又は石綿作業主任者技能講習を

　修了した者のうちから、石綿作業主任者を選定し、施工要領書を作成の上適正

　に作業にあたること。

　長野市週休２日工事試行実施要領に基づき実施すること。

 　 試行工事の対象

工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

設 計 者

一級建築士登録　第270011号

堀 内　敏 明
特記仕様書（１） 令和５年度

発注図

図面番号

M-01

　　　長野市青木島町大塚

ＲＣ ３階支　　所 2290.4

公民館

　●　撤　 去　 工　 事 一 式

 ● 電気保安技術者

 ● 足場・さん橋類

　● 本工事で設置とする。

 ● 資材の保管 　● 資材の保管は、必ず屋根をかけ地上３０ｃｍ以上の架台に乗せる。

 ● 火災保険等 　●  工事目的物及び工事材料に適用する。（工期＋１４日間）

 ● あと施工アンカー

 ● 総合調整 　●本工事（調整項目は下記のものとする｡）

 ● 耐震措置

 〇 他工事又は他工種

　　●　保全マニュアル　　機器設定データ類とも（交換機等）　　　　１部

 ● 容量等の表示

 〇 週休２日

　○ 発注者指定型　　　　　〇 施工者希望型

　〇　電 気 設 備 工 事

　　　　　　　　履行させるときは、下請負者等の労働環境報告書を取りまとめて提出すること。

　　　　　　●　長野市公契約等基本条例の内容について、労働者等へ周知するとともに、事務所（作業所

　　　　　　　　）等へポスターを掲示すること。

　　　　　　●　業務の一部を下請負者等に履行させるときは、長野市公契約等基本条例の内容について説

　　　　　　　　し１部を契約後速やかに監督職員へ提出すること。この場合、業務の一部を下請負者等に

　　　　　　　　明し、各々の対等な立場における合意に基づいて適正に契約を締結すること。

　　　　　　○　長野市公契約等労働環境報告書１部及び施工体系図（共通仕様書に定められたもの）の写

　　　（９）長野市公契約等基本条例について

　〇　空 気 調 和 設 備

一 式　●　昇  降  機 設  備

　工事概要

　工事にあたっては、関係者と十分に打ち合わせを行い、施設運営に支障のないよう施工計画を立て、

　施工時に配慮すると共に安全管理に万全を期すること。

　図示のとおり、昇降機設備を更新するもの。

　本工事は、更北公民館のエレベーターを更新するものである。

 〇 アスベスト含有

　○給水配管末端での残留塩素測定
　●昇降機試運転調整

 ● 化学物質を放散

Ⅰ　昇降機設備工事

１　エレベーター設備

　○風量調整　○ 水量調整　〇 室内外空気の温度の測定　○ 騒音の測定

　　４．指　定　部　分　　〇 無　　　有（○ 部分しゅん工　● 部分使用　）

１回目（令和 ５年 2月中頃）：１階～３階 エレベーター

　図示のとおり、撤去を行うもの。

　なお、工事に伴う発生材については、請負者の責任において関係法令に則り適正処分すること。

２　撤去工事

　更北公民館エレベーター更新工事

更北公民館エレベーター更新
R5.06.15



工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

設 計 者

一級建築士登録　第270011号

堀 内　敏 明
令和５年度

発注図

図面番号

M-02

項　　　目章 特　　記　　事　　項

　○ 特別管理産業廃棄物は（○　　　　　○　　　　　○　　　　　）とする。

　○ 再資源化を図るものは（○　　　　　○　　　　　○　　　　　）とする。

 ○ フロン回収 　○ 業務用冷凍空調機器の廃棄については、関係法令に基づき行程管理制度によって

    登録業者にフロン回収運搬をさせ、許可業者に処理を行わせ、委託確認書及び

    引取証明書の写しを提出する。

 なお、少量(２t車１台程度)の場合は、自社保管場所にて保管後適正処分も可とする。

●
撤
去
工
事

 ● 撤去内容 　● 撤去内容は図示による。

 ● 発生材の処理

　● 構外搬出適法処理をし、マニフェストA票、E票の写しを提出する。

●
昇
降
機
設
備

 ● 定員・積載

 ● 速度

 〇 その他 　〇 乗場遮煙性能　　　　　○ 利用者制限機能

　　　　15人　　 1000ｋｇ

                  45m／min

案内図　S=NON

工事場所

隣地：住宅
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境
界

線

-55

-110

7,50
0
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長野市道
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隣地境界線

物置

物置
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物置
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更北公民館
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管楽編集放送室
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ELV
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平面図参照

2階平面図図 S=1/500 3階平面図図 S=1/500 R階平面図図 S=1/500

配置図　S=1/1000

1階平面図図 S=1/500

昇降路平面図参照 昇降路平面図参照

機械室平面図参照

昇降路平面図参照

特記仕様書（２）案内図 配置図 平面図

インターホン更新

インターホン新設

更北公民館エレベーター更新
R5.06.15



工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

設 計 者

一級建築士登録　第270011号

堀 内　敏 明
令和５年度

発注図

図面番号

　　（１／２０）

（１～３Ｆ）

2
16
2

壁～壁 2533
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か
ご
外
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675かご外法 1650208

1050出入口幅 900583

15001033
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　　（１／２０）
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（既設）ピット点検用コンセント
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42
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0
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4
0

機械室・昇降路平面図,エレベーター仕様

M-03

機械室平面図
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設
）

既設ダクト

ガバナ

（新規更新）

換
気

扇

φ
3
0
0（

既
設

）

換
気

扇

φ
30

0
（

既
設

）

Ｐ・Ｓ

・リニューアルＪＣ［元／セ：ＶＧ００３２７］ 
特記事項

様

仕

略

概

かご内連絡装置

停電時自動着床装置

自家発時

火災時

地震時管制運転

照明

動力電源

電動機出力

ドア方式

出入口寸法（ＷｘＨ）

かご内法（ＷｘＤｘＨ）

停止ヶ所・出入口方向

操作方式

制御方式

速度

積載量（定員）

用途（形式）

台数

エレベーター仕様

耐震クラス

・デラックス天井照明（ＤＬＸ－１２）
・車いす兼用仕様

・非常呼びボタンガード付（ステンレス製，スイング式）

・かご操作盤高さ１２００ｍｍ

・ドア安全装置（機械式（両側），多光軸ドアセフティ（２Ｄ））

・音声案内装置付（方向・戸閉・階床・管制運転・戸開案内

　アナウンスＯＮ－ＯＦＦスイッチ付）

（ＲＢ）［スタンダードプラン］

・点字銘板（ステンレス製貼付）

・高調波対策付

・車いす銘板交換

・かご内鏡付（ステンレス製）

・かご内手摺付（ステンレス製φ３８，３方向設置）

（その他）

・機械室照明交換（非常灯付き）

浸水時／冠水時

（R048406）

地震感知器（Ｐ波）

（新規取付）

（
既

設
）

照
明

ス
イ

ッ
チ

・
点

検
用

コ
ン

セ
ン

ト

（新規更新）

巻上機

既設制御盤位置

セパレータービーム（既設）
［-100x50x5x7.5

（新規更新）

地震感知器（Ｓ波）

６Ｖ同時通話式インターホン

有（トスランダー）

無

単相　１００Ｖ　６０Ｈｚ

３相３線　２００Ｖ　６０Ｈｚ

ＡＣ－４．７ｋＷ

２枚戸中央開き（電動式）

９００ｍｍＸ２１００ｍｍ

１６００ｍｍＸ１５００ｍｍＸ２２５０ｍｍ

乗合全自動方式

交流インバータ制御方式

４５ｍ／ｍｉｎ

１０００ｋｇ　　（１５人）

乗用（Ｐ１５－ＣＯ４５）車いす仕様

１台

Ａ　　（新安全基準対応（戸開走行保護装置付））14

有　全自動形（ピット冠水時（指定階））

有　全自動形

（１～３Ｆ）　　３ヶ所　　　　１方向

有（Ｐ波＋Ｓ波感知器（３段検知）リスタート機能付）

制御盤 800X300（新規更新）

火災管制運転装置,
停電時自動着床装置,
ピット浸水時管制運転装置

昇降路平面図

・広角ミラー付操作盤

更北公民館エレベーター更新
R5.06.15



工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

設 計 者

一級建築士登録　第270011号

堀 内　敏 明
令和５年度

発注図

図面番号
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※点検用タラップはピット内に保管（新規更新）

　　（１／４０）昇降路縦断面図

M-04

昇降路断面図,乗場正面図
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昇
降
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高
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1
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5

　　　　　　敷居間すき間 30

かごの床先と壁とのすき間 30

4
0
0
0

▽防水仕上面

Ｎ
Ｏ

．
１

フェッシァプレート付

３ＦＬ

１ＦＬ

シンダーコンクリート

（既設）

（既設）

２ＦＬ

床仕上面

　　（１／２０）乗場正面図

（１Ｆ）

硬質アルミ製敷居

ドア

ステンレス製ヘアライン仕上三方枠 （既設品使用・現地清掃）全階

全階

全階 鋼板製化粧シート貼り（既設品使用・現地ダイノックシート貼り対応）

（既設品使用）

点字利用銘板

（既設品使用・現地ダイノックシート貼り対応）

（既設ボックス流用・新規更新）

専用乗場ボタン

　　（１／２０）乗場正面図

（２，３Ｆ）

（既設ボックス流用・新規更新）

乗場インジケータボタン

（既設品使用・現地ダイノックシート貼り対応）

ドア

（既設ボックス流用・新規更新）

専用乗場ボタン

（既設品使用）

（新規更新）

つり合いおもり

（新規更新）

かご室,着床装置,安全装置

トロリービーム

（新規更新）

主ロープ

（既設品使用・現地清掃）

三方枠

床仕上面

点字利用銘板
（既設品使用）

（既設品使用・現地清掃）
三方枠

ドア

（既設ボックス流用・新規更新）
乗場インジケータボタン

更北公民館エレベーター更新
R5.06.15



工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

設 計 者

一級建築士登録　第270011号

堀 内　敏 明
令和５年度

発注図

図面番号
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乗場意匠図（乗場ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰﾎﾞﾀﾝ）

M-05

1Ｆ

（パーキング付）

階床名 1Ｆ

プレート

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），矢印（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、矢印点灯］，［ＬＥＤ］

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

パーキング

スイッチ

キースイッチ

点字銘板 ステンレス製

2Ｆ

階床名 2Ｆ

プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯

呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），矢印（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、矢印点灯］，［ＬＥＤ］

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

点字銘板 ステンレス製

3Ｆ

（メンテナンス階）

階床名 3Ｆ

プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），矢印（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、矢印点灯］，［ＬＥＤ］

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

点字銘板 ステンレス製

ボックス

（既設流用）

ボックス

（既設流用）

ボックス

（既設流用）

ボックス

（既設流用）

ボックス

（既設流用）

ボックス

（既設流用）

　　（１／４）

点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

ウエ

ＫＰＧ
ＲＮＵ

カイ

ウエ

カイ

ウエ

シタ

カイ

ウエ

シタ

カイ

シタ

カイ

シタ

カイ

乗場インジケータボタン

更北公民館エレベーター更新
R5.06.15



工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

設 計 者

一級建築士登録　第270011号

堀 内　敏 明
令和５年度

発注図

図面番号

1
4
0

か
ご
内
法
　
1
5
00

か
ご
外
法
　
1
66
5

2
5

出入口幅　900 350350

かご内法　160025 25

かご外法　1650

最
上
階
ボ
タ
ン
 
1
2
0
0

9
0

8
0
0

出
入
口
高
さ
　
2
1
0
0

天
井
高
さ
　
2
2
5
0

か
ご
室
高
さ
　
2
3
00

1
0
00

4
0
0

1
4
2
7

527

9
0

55

床
面
よ
り
 
8
00

かご室意匠図

M-06

φ
38

平面図

Ａ
正面図 側面図 背面図

床面

（１／２）

手摺詳細

（１／２）

天井

［中央部］化粧鋼板

［天井面］化粧鋼板（ＴＫ－Ｃ２２１）

照明 ＬＥＤ

停電灯 ＬＥＤ（兼用）

出入口柱 ステンレス製ヘアライン仕上

リターンパネル ステンレス製ヘアライン仕上

かご扉 化粧鋼板，ステンレス製ヘアライン仕上目地付

側板 化粧鋼板

幕板 化粧鋼板

幅木 ステンレス製ヘアライン仕上

床 非塩ビ系タイル（ｔ２）

敷居 硬質アルミ製

換気方式 横流ファン

鏡 ステンレス

手摺 ステンレス製　端部：亜鉛ダイカストニッケルメッキサンドブラスト仕上

備考 多光軸ドアセフティー付

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（既設品使用）

（新規更新）

（新規更新）

（新規更新）

（１／１０）

（１／１０） （１／１０） （１／１０）

（主）

かご操作盤

（副）専用操作盤 （主）専用操作盤

Ａ部詳細

［照明部］ＬＥＤ間接昼光色照明、ＬＥＤダウンライト昼光色照明

更北公民館エレベーター更新
R5.06.15



工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

設 計 者

一級建築士登録　第270011号

堀 内　敏 明
令和５年度

発注図

図面番号

押し続けると外部に連絡できます

Emergenc y Call

ヒジョー

ア　ケ シ　メ

1 2 3

70

200 70 133 67

470

81.5 238.5 83 67

178 200 92

533
0

1
9
0

1
2
3

1
2
7

5
3

1
5
3

44

2
5
0

床
面
よ
り
 1
0
0
0

1.5

押し続けると外部に連絡できます

Emerg ency C all

ヒジョー

ア　ケ シ　メ

1 2 3

70

200 70 133 67

470

81.5 321.5 67

178 200 92

533
0

1
9
0

1
2
3

1
2
7

5
3

1
5
3

44

2
5
0

床
面
よ
り
 1
0
0
0

1.5

用
途

定
員

積
載

名 kg

FO
R 
PA

SS
EN
GE

R

PE
R
SO
NS

LO
AD

kg

１
５

１０
０

０

乗
用

１
５

１０
０

０ 押
し

続
け

る
と

外
部
に

連
絡

で
き

ま
す

Em
er
g
e
nc
y 
Ca

ll

ヒ
ジ

ョ
ー

ア
　

ケ
シ

　
メ

123

押
し
続
け
る

と
外
部
に
連
絡
で
き

ま
す

E
me
rg

e
nc
y
 
Ca
l
l

ド
ア
を
ひ
ら

く
と
き
に
押
し
て
く

だ
さ

い

P
us
h 

b
ut
t
o
n 
t
o
 r
eo

p
en
 
d
oo
r
s

ド
ア
を
と
じ

る
と
き
に
押
し
て
く

だ
さ

い

P
us
h 

b
ut
t
o
n 
o
n
 c
lo

s
e 
d
o
or

s

お
子
様
は
保

護
者
と
乗
車
し
て
く

だ
さ

い

C
hi
ld

r
en
 
m
us
t
 
be
 g

u
id
e
d

満
員
時
は
音

声
案
内
に
従
っ
て
く

だ
さ

い

F
ol
lo

w
 t
o
 
au
d
i
o 
gu

i
da
n
ce

エ
レ
ベ
ー
タ

ー
内
は
禁
煙
で

す

N
o 
sm

o
ki
n
g

5
3
.
5

1
7
0

225 105 75 100 425

240 394 61 930 235 440

2300

最上階ボタン高さ 1200

定格銘板文字

地
震

EA
RT

H
QU
AK

E

停
電

P
OW
ER

 
FA
I
L
UR

E

浸
水

FL
OO

D
ED

かご内意匠図（主操作盤,主副専用操作盤）

M-07

樹脂製（スモーク）

点灯時［アンバー色（山吹色）］，［ＬＥＤ、ドット式］

点灯時［アンバー色（山吹色）］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

インターホン（同時通話式）

抗菌仕様

樹脂製（赤色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

ステンレス製ヘアライン仕上（縦方向ヘアライン），絵文字（赤色）

ＳＵＳ調アルマイト印刷（貼付銘板）文字（黒色）

抗菌仕様

樹脂製（緑色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

抗菌仕様

樹脂製（黒色），文字（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、文字点灯］，［ＬＥＤ］

ステンレス製

銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

１．実際の版下文字とは、図形文字の為若干異なる。

２．文字詳細は、文字書体集での確認による。

定格銘板文字

　　（１／４）（主）かご操作盤

　　（１／４）（主）専用操作盤 　　（１／４）（副）専用操作盤

樹脂製（スモーク）

点灯時（アンバー色），［ＬＥＤデジタル、ドット式］

点灯時（赤色），［ＬＥＤ］

文字（白色）

インターホン（同時通話式）

抗菌仕様

樹脂製（赤色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

ステンレス製ヘアライン仕上（縦方向ヘアライン），絵文字（赤色）

銘板貼付，地色（銀色）、文字（黒色）

抗菌仕様

樹脂製（黒色），文字（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、文字点灯］，［ＬＥＤ］

抗菌仕様

樹脂製（緑色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

ステンレス製

ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

広角ミラー　樹脂鏡面仕上

ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

銘板貼付，地色（銀色）、文字（黒色）

ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

点灯時（アンバー色），［ＬＥＤ、ドット式］

定員

積載

名

kg

FOR PASSENGER

PERSONS

LOAD kg

１５

１０００

乗用

１５

１０００

用途

（主・副）専用操作盤

表示部

方向灯

位置灯

連絡装置

非常呼ボタン

非常呼ボタンガード

非常呼ボタン銘板

戸開ボタン

戸閉ボタン

行先階ボタン

点字銘板

シンボルマーク

フェースプレート

（主）かご操作盤

表示部

方向灯

位置灯

表示灯

定格文字

連絡装置

非常呼ボタン

非常呼ボタンガード

非常呼ボタン銘板

行先階ボタン

戸開ボタン

戸閉ボタン

点字銘板

上部プレート

ハーフミラープレート

操作プレート

説明文

下部プレート

スイッチボックスプレート
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工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

設 計 者

一級建築士登録　第270011号

堀 内　敏 明
令和５年度

発注図

図面番号

既存エレベーター仕様,≪撤去≫平面図,縦断面図

≪撤去≫機械室・昇降路平面図　　（Ｓ＝ＮＯＮ）

　　（Ｓ＝ＮＯＮ）≪撤去≫機械室・昇降路縦断面図

＜凡例＞ 機器撤去範囲

様

概

仕

Ｎｏ．１（１台）号機名（台数）

用途（形式）

積載量（定員）

速度

制御方式

操作方式 乗合全自動方式

停止ヶ所・出入口方向

単相

三相３ 線

停電時自動着床装置

自家発

火災

地震管制運転

照明

動力電源

電動機出力

ド ア 方式

出入口寸法（ Ｗｘ Ｈ ）

無

２ 枚戸中央開き （ 電動式）

２００ Ｖ６０ Ｈｚ

１００ Ｖ６０ Ｈｚ

浸水時／冠水時

略

有（Ｓ波感知器）

無

かご内法（ＷｘＤ）

昇降行程

既存エレベーター仕様

乗用（ Ｐ１５－ＣＯ４５ )　車いす兼用

１０００ ｋｇ（ １５ 人）

可変電圧可変周波数制御方式

（ １～３ＦＬ ）３ ヶ所　1 方向

１６００ ｍｍＸ １５００ ｍｍ

９００ ｍｍＸ ２１００ ｍｍ

ＡＣ－ ５．５ ｋW

無

８０００ｍｍ

無

M-08

４５ ｍ／ｍｉｎ

巻上機

調速機

制御盤

地震感知器

乗場操作盤
かご室

調速機
電装ケーブル

メインロープ
カウンターウエイト
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